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II シラバスの例 

1 情報Ａのシラバス 

中学校の技術・家庭科で学んだ「情報とコンピュータ」を発展させた内容を扱います。 

コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して、情報を適切に収集・処理・発信するため

の基礎的な知識と技能を習得します。また、情報が社会に与える影響などについても考えます。 

履修するに当たって 

学年 第１学年 単位数 ２単位 

教科書 ○○情報Ａ ○○出版 
使用教材 

副教材 ○○○○情報Ａ ○○出版 

ハード コンピュータ、プリンタ、ディジタルカメラ、イメージスキャナ、プロジェクタ 
使用機器 

など ソフト 
ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフト、Webブラウザ、 
Webページ作成ソフトなど  

授業に 

ついて 

・情報活用の実践力を養うために、総授業時間数の２分の１以上が実習の時間になります。

・実習では発表や討論なども行います。 

・個別学習、グループ学習などいろいろな形態で学習を行います。 

【評価の基本方針】 

授業は実習を中心に進みますので、定期試験の成績ばかりではなく、実習の作品やレポー

ト、生徒自身による自己評価、グループにおける相互評価なども参考に、これらを総合的に

判断して評価します。 

作 品 授業での制作物は作品として提出します。 

レポート 
授業で扱う内容によっては、自分の考えをレポートとして提出します。 
問題意識をもって授業に取り組みましょう。 

自己評価票 

相互評価票 
発表会などで使用した自己評価票や相互評価票も評価の参考にします。 

評価に 

ついて 

定期試験 教科書や問題集などから授業で扱った内容を中心に出題します。 

主な学習内容と学習のねらい 

１ 問題を解決する様々な方法を学び、目的に応じて適切な解決の手順と方法の選択ができるようにし

ます。 

２ ネットワークやデータベースなどの活用を通して、必要とする情報を効率的に検索収集する方法を

習得します。 

３ 文字、音声、画像、動画などの多様な形態の情報を、コンピュータを使って効果的にまとめる方法

について習得します。 

４ 発表や討論を通して、プレゼンテーション能力や判断力を高めます。 

５ 情報社会の特徴や情報の社会に与える影響などを知り、情報社会に参加するときの適切な行動・態

度について実践を通して身に付けます。 
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学習計画 

学 

期 
月 単 元 学習活動 学習のアドバイス 提出物 

(１)情報を活用するための

工夫と情報機器 

ア 問題解決の工夫 

 

 

イ 情報伝達の工夫 

グループ学習 

「修学旅行計画を立てよう」

・ インターネットの情報検索

・ 表計算ソフトで集計 

・ 発表資料の作成 

・ 班別発表会 

・ 相互評価 

・ 旅行行程表の作成を通

して、これから情報の授

業で扱う問題解決の技

法を体験します。グルー

プ学習なのでスキルの

差は気にせず協力して

取り組みましょう。 

 

 

・ 旅行計画書

・ 発表会資料

・ レポート 

(２)情報の収集・発信と情

報機器の活用 

ア 情報の検索と収集 

個別学習 

「インターネットの仕組み」

・ 検索エンジンについて 

・ Webページについて 

・ 相互評価 

・ 検索エンジンやWebペ

ージの仕組みを理解し、

効率よく情報の収集が

できるようにしましょ

う。 

 

第 １ 学 期 中 間 試 験 

イ 情報の発信と共有に

適した情報の表し方 
協同学習 

「ネットワークの利用」 

・ 共有ファイルについて 

・ 電子メールの仕組み 

・ ファイルの圧縮・解凍 

・ 相互評価 

・ 実際にメールの送受信

や共有ファイルを取り

扱うことにより、ネット

ワークに適した情報の

形態を考えましょう。 

 

・ 電子メール

と添付ファ

イル 

・ 発表会資料

ウ 情報の収集・発信に

おける問題点 

グループ学習 

「情報モラルと著作権」 

・ 情報モラルについて 

・ 著作権について 

・ 個人情報について 

・ 班別発表会 

・ 相互評価 

・ 情報モラルと著作権に

ついて考えましょう。 

・ グループでの協議の後、

自分の考えをレポート

としてまとめましょう。 

 

・ 発表会資料 

・ レポート 

第 １ 学 期 期 末 試 験 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

   
・ 自由課題 

（作品） 

【提出物】 

１ 作品（６作品） 

２ レポート（２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

学 

 

 

 

 

 

期 

 

 

 

 

 

【第１学期の評価方法】 

中間試験と期末試験の成績、作品やレポートなどの提出物の内容及び学習活動への参加の仕方や態度な

どを参考に評価します。 
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学 

期 
月 単 元 学習活動 学習のアドバイス 提出物 

(３) 情報の統合的な処理
とコンピュータの活用 

ア コンピュータによる

情報の統合 

個別学習 

「ディジタル素材の作成」 

・ 画像作成 

・ ディジタルカメラ画像の加工

・ 音の加工 

・ いろいろなアナログ素

材からディジタル素材

を作成したり、特徴や仕

組みを考えながら加工

してみましょう。 

 

・ 作品（２種）

・ レポート 

第 ２ 学 期 中 間 試 験 

イ 情報の統合的な処理 

 

グループ学習 

「学校紹介 Web ページの作

成」 

・ ページのレイアウト 

・ ディジタル素材の統合 

・ 班別発表会 

・ 相互評価 

・ 実際にメールの送受信

や共有ファイルを取り

扱うことによりネット

ワークに適した情報の

形態を考えましょう。 

 

・ 作品 

・ 発表会資料

・ レポート 

第 ２ 学 期 期 末 試 験 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 
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・ 自由課題 

（レポート）

【提出物】 

１ 作品（４作品） 

２ レポート（３回） 

 

 

 

２ 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

【第２学期の評価方法】 

中間試験と期末試験の成績、作品やレポートなどの提出物の内容及び学習活動への参加の仕方や態度な

どを参考に評価します。 

(４) 情報機器の発達と生
活の変化 
ア 情報機器の発達とそ

の仕組み 

 

イ 情報化の進展が生活

に及ぼす影響 

 
ウ 情報社会への参加と

情報技術の活用 

 
 
個別学習 
・ コンピュータの仕組み 

・ 情報機器発達の歴史 
グループ学習・ディベート 

「情報社会の進展と情報社会へ

の参加」 

・ 情報活用能力の向上 

・ 個人情報保護 

・ 著作権の侵害問題 

 

 

 

 

・ ディベートを通して情

報社会での生き方につ

いて考えてみましょう。 

 

 

 

 

・ レポート 

学 年 末 試 験 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

    
・ 自由課題 

【提出物】 

１ レポート（１回） 

 

 

 

３ 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

【学年末の評価方法】 

学年末試験の成績、１年間の定期試験の成績、作品やレポートなどの提出物の内容及び学習活動への参

加の仕方や態度などを参考に評価します。 
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